
（（社）土木学会 地震工学委員会 防災企画推進小委員会 ＨＰ掲載原稿） 
 
下記の講習会に防災企画推進小委員会に登録された講師が派遣されました。 

 

テーマ：大地震に備えて～ＢＣＰ（事業継続計画）～ 

日時：平成２１年３月１８日(水) ９：３０～１２：００ 

 場所：厚木市文化会館 

 主催：横浜国道事務所 厚木出張所支部 工事安全対策協議会 

 参加者：３６名 

 プログラム： 

  挨拶              澤 健男（横浜国道事務所厚木出張所長） 

  ①震災対策について        中村正博（防災企画推進小委員会推薦講師） 

                （株式会社エヌアイティーエルオー代表取締役社長）      

  ②ＢＣＰ（事業継続計画）について 花田宏史（横浜国道事務所防災情報課専門職） 

  ③ＢＣＰ策定の現状について    旭 勝臣（東京鋪装工業株式会社顧問） 

 

（補足）講習会終了後アンケートが実施されましたが、主催者の了解を得て、その集計結

果を以下のページに掲載します。 



厚木出張所　第26回技術講習会（平成21年3月
18日）アンケート結果

１．勤務先
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２．神奈川県西部の地震対策一般

5%

27%
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十分である
まあまあである
不十分である

 

(回答者数 23 名、

全参加者数 36 名、

回答率６４％） 



３．緊急地震速報の導入について

9%

55%

36%

導入している
導入を考えたい
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４．２４６号の地震時の管理の重要性について
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５．ＢＣＰの必要性
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必要である
どちらともいえない
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６．ＢＣＰの策定率の低い理由
（回答者数：２３名、重複有）
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理
由
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策定費用がない

教えてくれる人がいない

日常業務に役立たない

不況でＢＣＰどころでない

ＢＣＰのメリット無

経営トップの無理解

発注者等の無理解

同様の計画がある

一時の流行である

ＢＣＰを理解していない

 
 



 
問７．意見 

・ＢＣＰについてより勉強できた。災害協力協定会社として、知識不足のところと、不安もあるので、

お話し合ったように、横浜国道で各社交えて勉強会を開催して欲しい。ネットワークの考え方が

必要だと思う。 

・厚木スタイルの安全対策協議会を広めていただきたい。 

・官民の連携が重要 
 


